
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

〇全国・区の学力調査を活用し、指
導方法の工夫改善を図る。

区の学力調査において、正答率１学期比１０％向上をめざす。

D C

４月と７月の結果では、４年生で
１割弱減、５年生でほぼ横ばいで
あった。苦手領域の振り返りを
行っていく。

C

〇学校と民間企業による放課後補習
教室の実施

2～6年について、年間で各18名ずつ参加させ、基礎学力の向
上を目指す。

B B

予定通り実施している。参加児童
及び未参加児童の状況により、対
象者の入れ替えを実施していく。 B

〇学校図書館の活用が活発になるよ
う、図書館司書及び図書ボランティ
アとの連携を強める。

月１回、図書館司書と図書ボランティアの情報を司書教諭を通
して共有する。 A A

図書館司書がとても細やかに対応し
てくださっている。今後の蔵書管理
電子化に向け、分担や流れの打ち合
わせを進めている。

B

〇新体力テストを活用して個の実態
把握を行い、体育の授業内容に反映
する。

新体力テスト実施後、児童一人一人の体力の現状及び学級の実
態を把握し、授業改善を行う。 B B

体育の年間計画の関係で、体力テス
ト実施後の対応までに時間が空く学
年があった。年間計画も踏まえて検
討していく。

B

各体育的行事において、児童の運動意欲を高められるよう学習
カードなどを工夫する。

B B

縄跳びについては、教育指導課提案
のカードをもとに学校の実態に合わ
せて作成した。児童の意欲向上に役
立っている。

B

各学習カードについて、児童の目標達成率９０％以上を目指
す。

９月時点ではまだ成果の確認が取
れない。

〇校内特別支援部を中心に教員及び
児童に向けた理解推進教育を進め
る。

毎月の校内特別支援部の中で具体的事例をもとにこの特性に応
じた指導方法の開発・共有を図る。

A A

コーディネーターを中心に、巡回
指導教員・SC・SSW・巡回心理
士等と情報共有を密にすることが
できている。

B

〇エンカレッジの活用 ４月中にエンカレッジ対応のシフトを作成し、学級担任が依頼
しやすい環境を整備する。 A A

担当者が意識してくれているの
で、いざというときに担任が頼み
やすくなっている。 B

〇交流および共同学習の充実 特別支援学校との副籍交流やかもめ学級と通常の学級の交流お
よび共同学習を行い、月１回程度交流の様子を発信する。 C C

交流の様子を伝えることができて
いない。

B

〇学校・学年・学級それぞれで役割
分担し、日常の様々な場面で思いや
りのある子の育成を目指す。

毎週の校長講和を活用し、子供同士が「違い」を尊重し、安心
して過ごせる学校を目指す。

B A

子供たちが意識しやすい出来事が
あったときには、それを題材に自分
事としてとらえやすくなるよう工夫
して指導している。

B

〇HyperQ-Uを活用した児童の実態
把握及び学級・学年運営への活用推
進

１学期中に実施したQ-Uテストの結果を夏休み中に分析し、学
年会において２学期以降の学級・学年経営について検討する。 B B

生活指導部において共有し、今後
の指導に活用できるよう検討して
いる。 B

〇区教委より示されたSSWの役割に
基づき、SCとの連携を図ったより有
効な運用を行う。

４月中にSSWの校内での役割について配置されたSSWと確認
し、要対応児童について情報共有を行う。 A A

SSWがSCの勤務日に来校するよ
う調整し、定期的に情報共有した
上で連携をとった対応をしてくれ
ている。

B

〇学校ホームページの充実を図り、
地域・家庭との情報共有を密にする
ことで教育効果の向上を図る。

すべての学年について週に１度は学習の様子を発信する。

A A

日常の学習の様子などもホーム
ページで発信できている。

A

〇保護者連絡ツールにおいて、写真
などを有効に活用して児童の活動の
様子を伝える。

学級だよりや毎月の学年だよりに、学習の様子がより伝わるよ
う児童の表情がわかる写真を入れる。 A A

テトルでの学年・学級だよりで写
真を多く使うようにし、より具体
的な活動の様子を知らせることが
できている。

A

〇児童・保護者・地域へのアンケー
ト調査を実施し、結果をふまえた成
果と課題を発信する。

１２月までに児童・保護者・地域それぞれに対してアンケート
を行い、１月中に分析したものを踏まえて３月までにホーム
ページ等で発信する。

９月時点ではまだ未実施である。
１２月の学校評価アンケートに向
け準備を進めている。

〇若手主体の研修・OJTにより教員
個々の実態に応じた指導力向上を図
る。

年７回以上の若手研・情報研を実施する。

A A

１・２学期ですでに目標回数の実
施ができた。若手教員が自主的・
意欲的に授業研を行っている。 B

〇学校運営組織の改善を図る。 ２か月に１回程度、組織運営の様子について企画委員会で確認
し、改善策の検討を行う。 B B

教務と管理職での共有にとどまる
ことがあり、企画でより多くの意
見を取り入れることができると良
い。

〇一斉退勤日を活用し、教職員の業
務マネジメント意識の向上とプライ
ベートタイムの充実を図る。

月１回の一斉退勤日を見通した校務遂行の奨励し、時間外勤務
３５時間以上の教職員０を目指す。 B B

６月までは７名前後３５時間以上
の時間外勤務が見られたが、７月
以降３名まで減らすことができて
いる。

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

〇年間通して行うなわ跳びウィーク
やマラソン週間などの体育的行事を
通して、運動の日常化・習慣化を目
指す。

〇個の実態に応じ
た運動意欲や基礎
体力の向上

令和6年度　江戸川区立臨海小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
　◎　思いやりのある子
　〇　よく考える子
　〇　じょうぶな子

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

今日が楽しく明日が待ち遠しい学校
思いやりのある子  よく考える子  じょうぶな子
人間性豊かで、優れた授業力があり子供から尊敬される教師

前年度までの本校の現
状

〇互いを認め合う児童の育成に向け、授業や行事を通して素地づくりができた。
〇特別支援コーディネーターを中心に個に応じた指導の充実が図れた。
〇電子媒体を活用して保護者との情報共有を密にすることができた。
〇効率的に業務を進め指導の充実に時間を活用できるよう組織改革を行うことができた。

〇個を大切にした指導を継続することで、児童同士も互いを尊重できるようにすることで、思いやりのある児童の育成を目指す。
〇学力・体力の向上を進めていくため、分掌組織を活用した組織的な対応と研究・研修・OJTをうまく活用した指導力向上が必要である。
〇地域との協力を強めるため、情報発信の仕方を工夫する必要がある。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度 次年度に向けた

改善案

もっと発信があると良い。

もっと発信があると良い。

もっと発信があると良い。

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D）

広く素敵な図書館なのでど
んどん活用してほしい。

コメント

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

SSWの活用

思いやりのある子
の育成

HyperQ-Uの活用

特
色
あ
る
教
育
の
展
開

〇指導力の向上 先生たちの学びの様子も発
信してくれると良い。

〇効率的な学校運
営

〇教職員のワーク
ライフバランスの
充実

テトルでの共有がありがた
い。

〇学校関係者評価
の充実

〇学校ホームペー
ジ及び保護者連絡
ツールの活用

〇個に応じた指導
の充実

地
域
社
会
に
開
か
れ
た

学
校
の
実
現

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充

実

〇読書科の更なる
充実

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

体
力
の
向
上

学
力
の
向
上

〇学力調査の活用


